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　Rift　Valley熱Virusによる菟疫の成立は遠く
1931年に本症を始めて記載したDaubney＆Hu－
dsenl）によって本症を耐過した羊で本Virusを再
注射した場合死亡することがない。即ち冤疫が出
來てV・ることを述べている。その後Sabin＆B1－
umberg2）が人聞の場合本症を経過して12年後に
まだ冤疫が存在してV・ることを記載してV・る。そ
の問においてBroom＆Findlay3）が，補体結合反
回について発表し・Mackenzie4）ぽマウスにおい
て活動冤疫の成立する～二とを記載し，Smi㌻hbUrn5）
によって向淋経性旧株による活動冤疫の出雲るこ
ともまた発表されてV・る。またFindlaye）は暗示
』血清とVirus』を幌合する種々の操作によって免
疫の機構を設明せんとした。
　以上の先人の研究成績よりして，本症において
．も他のVirus性疾患と同様に特異的な冤疫が成
立することは明かである。著者はこれ等の観点と
は別に一定濃度のVirusを含むワクチンが果し
て如何ほどの活性Virusの感染に際して防禦能が
あるか否かを槍せんとした。更にまたMackenzie
がいうが如く，短時日（3日目）で成立する菟疫現
象は近來V・われている干渉の問題となん等かの関
油性があるものではな　Vfiかと予想してここに冤疫
実瞼にとりかかった。とれに加え，壌死を主体と
する本Virusを用いて如何にして炎症性病変を惹
起せしめ得るかという・一一一一つの課題のもとに冤疫処
置されたマウスの肝においてVirusを再注射した
場合，そこに：アレルギー反慮としての炎症性病変
が見られることを期待して実験を進めた。
実験動物並びに方法
実瞼はすべて体重」2g以上の成熟したスイス系マウス
を用いた。
Vaccine調製はMaekenzieの行った実瞼のらちのFor一
＊　本論丈の要旨は日本病理学会第40回総会1昭莉26年4
　月）において発表した。
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　・・1・accin・諭製法e・準じた。廊ち本症に罹患発症したマ
ウス5匹の心臓血を集め，これを50倍に生理的食塩水で
稀釈し，次いで2000　rpmで遠沈すること10分，赤血球を
落しその上清に0．1％の割合にFormalinを加え室温（5～
15℃）に1週間放置して使用に供した。
　本不活Virus俘游液の力償を測定するために15匹のマ
ウスを3群に分けその全マウスの腹腔内に不活Virus液
0．25cc宛1日1回，3日間注射後1週間放置した。さて
この免疫ゼウスについて括性Virus液104，10－3，10－5を
それぞれの群の腹陛内に注射したところ対照を除いて各群
ともに完全に本症より救うことが嵩來た。そこでこの不活
Virus液を用いて免疫型置を行った。免疫は1口1回腹腔内
に注射し一定の問隔をおいて再注射した。この間隔によっ
て，1，2，3，4，5，7，10，13，及び15日群に分けたが各群
のマウスは16匹である。活性Virusの稀釈段階はあらか
じめMLD測定で10－5であったので，10噌】～1Q－4まで
の4段階とし，各群の腹腔内にそれぞれ注射した。
実験成績
　A）生存期間　対照群は10－5まで全部48時尚後に定型
的病理組織像のもとに死亡した。1日群即ち不活Virusを
腹腔丙に注射してから翌日にVirusを注射した群では10一工
10『2，10『：｝まで24時座後に死亡したが，10－4では1匹が
’24時問後に死亡し，1匹が72時間後列定時に死亡しただ
・第1表　活性Virus注射後の免疫マウスの死亡時間並びに匹数
けである。他の2匹は以降生存した。
　2日群では10－1，工0『2が全部48時…1臨麦に死亡し10一「）は
72時間後制定噂に全部死亡し10－4は全匹生存した。
　3圓群は10”“1，10－2が24時問後｝こ全部死亡し10‘sが
72噂間後則定時に全音［1死亡し10－4ではその1匹が72時
間後死亡し他の3匹は生き残った。
　4日轟の死亡数及び時閲については3日群のものと同様
であった。
　5日群は10－1の3匹が48時問後に死亡し他の1匹は72
時間後に死亡した。ユ0－2では2匹が48時間後に死亡し他
の2匹が生存した。10－3では．1匹が72時問後列定時に死
亡し他の3匹は生存した。ユO－4では3匹が生存し他の3匹
は72時間後剣定時に死亡した。
　7日群は10一1，！0－2が48時期後孝こ全部死亡し10”3が
72時間列定蒔に全部死亡し10－4　1｛全部生存レた。
　10日半は10一ユが48時間後た全部死亡し10－4では2匹
が．48蒔問後に死亡し他の2匹が72時問後列定時に死亡し
た。10”3はそのうち3匹が生存し他の1匹は72時間後に
死亡した。t．
　13日群においてはIO一1，　IO’　L’が48時問後に全＝剖ζ死亡し
IO－3では2匹が生存し他の2匹が72時間後に死亡した。
　15　H群ではその時間の成績は全く13口群のものと同じ
であった（第1表参照）。
　B）病理組織像　免疫処置を施さなかった対照群のマウ
　　　　　　　Xの痢変は第1篇で詳細に記載したUTIくで
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性Virasを注射した群では10－1から10－4
まで発症死亡したマウスにまで病変はほぼ
類似したものである。即ち脳，腎において
は認むべき変化がなく，心は軽度の充血が
みられ，肺に胸ける充血は軽度℃，極く軽
度の軍球を主体とする肺胞浸潤がみられ，
肝では充血ないし出血が軽度になっており
肝細胞一死像も対照に比較すると幾分弱い
ようである。星“klll胞の膨化ないし肥大した
のが軽度に見られた。しかし，どの例にお
いても炎症性系朋包浸潤は見られなかった。
脾においては充血は中等程度に見られるが
対照と比較し．はるかに弱くなっている。脾
髄細胞及び雨晒内皮細胞，リンパ球の変性
像は対照より幾分弱いようである。脾にお
いても同様に炎症性細胞浸潤は見られなか
った。生存マウスではなん等病変は見られ
なかった。
　免疫処置後2日目に活性Virusを注射し
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た群ではこれも10－1から10一3まで，また死亡時岡の長短
にかかわりなくほぼ同様の所見であって，脳，心，腎には認
むべき病変はなく，肺では充血ないし出血が1日群のもの
より幾分強いが対照よIJ’は弱い。翠球を主体とする細胞浸
潤も極く軽度であった。肝は充血，出血は相当弧く見られ
たのであるが，10『3のものは田均して溺かつた。肝馴胞の
屡死は一般に集状壌死でその部位も不定である。星細胞の
膨化肥大は軽度に見られた。この群においても細包浸潤は
見られなかった。脾では，充血III血は中等度で系lli胞の壌死
はマウ．スにより或は脾髄細胞，或はリンパ濾胞に強くIJt1Jt
している生存したマウスは殆ど正常所見である。
　免疫処置3日後に活性Virusを注射した群では，1り一1よ
り10－4まで，また死亡時間の長短にかかわらず病変は大
体同様で，脳，心には全く病変はなく，腎では軽度の充血
が見られただけである。肺は充血は軽度で細胞浸潤も極く
輕度である。肝においては充血，出血は1日群と同様に軽
度であって母系皿胞の壌死像は多くのマウスはi彌漫性に病変
が存在するが，極く少数の】0－2のものに粟状の殉死部を
認めたものがあった。星平皿胞の膨化肥大は前2群に上ヒ刑し
て幾分強ぐ感じられる。同檬に細胞浸潤は認められない。
脾では，充血が前2群に比べて弱くなっているが，対照例
からみると殆ど平分位の程度である。細胞煙死においても
全く軽度となり，リンパ濾胞に多く見られるのみである。
生存マウスは全く正常の所見である。
　免疫処置後4日目に活性Virusを注射した群では10一ユ
から10－4まで，また死亡時間の長短の区別なく脳，心，腎
においては全く病変が認められない。肺では充血は軽度に
見られるだけで細胞浸潤は見られず，胞隔性肺炎の所見は
証明されなかった。肝では充血，出血は軽度になり肝細胞
の壌死像は相当高度に認められるが，対照群よりは幾分弱
く見られる。その屡死の態度は大部分禰漫性で，10矧の群
のもので集状の壊死集が小葉辺緑幣に近く見られた。星細
胞の膨化肥大は中等度に認められ，細胞浸潤はなかった。
脾では充血Ilt血は軽度となり，細胞壊死は軽度でそれが脾
髄に見られるものまたは濾胞に見られるものなど区別がな
い。このことは稀釈度とも関係はない。
　免疫処置後5日目に活性▽irusを注射した群では前群同
様に10司より10－4一まで死亡時言の長短とにかかわりなく
病変はほぼ同程度に認められるもので脳，心，腎では著変
が認められない。肺は充血が軽度に見られるだけで胞隔性
肺炎の所見は得られなかった。肝では充血出血は申等度に
見られ，肝紬胞’II－ll－t死の程度も対照群と遜色なく見られる。・
しかして屡死の態度は瀬漫性の壌死集に集状の壊死集が重
なりたような朋見を湿している。足細胞は中等度に膨化肥
大していた。脾においては充血は軽度に見られ細胞壊死も
全く軽度となっている。同様に細胞浸潤は認められなかっ
たし生存：マウスは殆ど正常の斯見であった。
　免疫処置7日後に活性Virusを注射した群では前群同様
に稀釈度と死亡時間にかかわりなく病変は同程度に見られ
た。脳，心，腎には著変なく，肺は充血が軽度に見られる
だけで細胞浸潤はない。肝では充血出血は軽度になり肝細
胞の脳死豫は中等度に認められる。その態度はすべてが禰
中性壌死の形をとっている。星細胞は中等度に膨化肥大し
ているのが認められる。それぞれのマウスには細胞浸潤は
第2表　　Virus再注射後死亡したマウスの各臓器病毒
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見られなかった。脾では充血が中等度に見られるが，細胞
壊死は全体を通じて赤髄，濾胞の区別なく軽度になってい
る。勿論細胞浸潤は見られなかった。
　石弾処置10日後に活’性Virus感染を行った群では前群
同様にその病変は稀釈度と死亡山開ゐ長短に関連はなく，
脳，心，腎には著変は見られない。肺及び肝では前の7日
群のものと同様の所見であり，脾における充血は軽度にな
るが紬胞壊死は同韻，濾胞ともに幾分弧く証明される。系iil
胞浸潤は見られない。
　免疫処置13日後にVirus感染を行った群では前数群同
様にその病変はVirusの稀釈度及び死亡時間の長短にかか
わりがない。脳に強い充血の見られたものが10『2に1匹
あっただけである。心には著変なく，腎に軽度の充血が見
られたのは脳に充血のあったマウス及び10司群において
の1匹であった。肺では充血が幾分張くなるが月包隔性肺炎
の所見はなかった。肝では充血は軽度であるが肝細胞の壌
死像は対照群と変らぬほど彊く認められ，星細駐包の膨化肥
大は前数回同様に申等度に強く見られたが，細胞浸潤はな
かった。脾では充血は中等度であるが，細胞一死は脾髄細
胞に多く，軽度に見られた。
　免疫処置15日後にVirus感染を行った群では前の全群
と同様に稀釈度及び死亡時間の長短にはかかわりなく病変
は同程度に見られるもので脳，心には著変がなく，腎には
軽度の充血が認められた。肺，肝の所見は7，io日群のも
のとほぼ一致する。脾では充血，細胞壊死はともに軽度で
壌死は赤間，濾胞ともに見られた。細胞浸潤は見られなか
った。
　　　　　　　　　総　　　括
　以上の門門成績をまとめてみると，対照群の四
七処理を施さなかった群では10－5稀釈まで死亡
しているのにVirus－Vaccine冤疫群では翫に第1
日口から発症死亡が抑制される。即ち1日群に：お
ける10－4の4匹中2匹生存12日群の10『4の4
匹全部生存，3，4日1群の10－4の3匹生存，5日立
の10－flの2匹，1σ一3の3匹，10－4の3匹の各生
存，また7日群の10”’4の4辺全部，10日群の10一3
の3匹，10－4の4匹全部，13，15Htiに：おける10－3’
の2四，10“4の4遜の各生存と，発症死亡抑制効
果は感染Virusの稀釈の高V・ものほど著明に見ら
れた。また死亡時聞の延長も各群において中等度
稀釈段階に見られた。　　　．
　病理組織学的所見につV・てみると脳，心，肺，
肝，脾及び腎の組織像は再注射された活性Virus
の稀釈度及び死亡時間の長短に影響されるごとな・
く，死亡したマウスにおいてはほぼ一定の所見が
得られた。脳，心では各群を通じて著変はなく，
肺は三三処置群では充伯Lは軽度で胞隔性肺炎の所
見は極めて弱かった。肝は充血出血は2日鮮と5
口群に彊く見られ他の群は弱かった。肝細胞壊死
像は2，7，10，15日鮮に弱く見られた。星細胞の
膨化肥大は1日群より見られるが，4日群以降中
等度に弧く見られる。いすれの群におv・ても初期
に期待していたアレルギー反慮と認められるべき
細胞反慮は見られなかった。脾では充血，出血は
冤疫処置群に：軽度であわ，脾髄細胞リンパ球の壊
死像も冤疫鮮の方が対照に比べてはるかに弱かっ
た。肝同様に細胞浸潤は認められなかった。腎で
は1，2，4日群に充血が見られなかっただけであ
った。
　　　　　　　　　結　　　論
　Rift　Valley熱VirusのFormo1　Vaccineを用
いてマウスで牛疫実験を行1ρ次の成績を得た。
　1）死亡抑制効果は三方処置1日後より現われ
7日以後に著明となる。
　2）病理組織学的には再注射後死亡せるマウス
の肝，脾病変は活性Virusの稀釈度に関係なくぼ
ぼ一定で，対照と比べて充血，出血及び肝脾細胞
壊死はともに著しく抑制せられる。アレルギー丁
丁は見られなかりたが星細胞の膨化肥大が中等度
にみられた。
　3）再注射後生存したマウスの肝，脾は殆どIE
常マウスの所見であり，アレルギー反慮は見られ
なかった。　　　　　　　　　　　（昭和28・10ほ受付）
5　as一　1　一M；．一一 駒木 Rift　ValIey熱Virus．によるマウス病．変の組織発生　IV
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
23
Summary
　　　　We　have　studied　on　the　influence　of　immunization　on　the　outbreak　of　lesions　in　mice
infected　with　Rift　Valley　fever　virus　and　have　gained　the　following　results　：
　　　　1）The　restrainiエ1g　effect　on　lethallty　appeared　one　day　after　the　immunization，　and
was　most　striking　in　seven　days．
　　　　2）　ln　the　pathologic　histological　examinations，　the　lesions　of　the　livers　and　spleens　of
the　mice　died　after　reinjection　were　almost　equal，　notwithstanding　the　concentration　of
virus．
　　　　As　compared　with　the　controls，　the　hyperemia，　hemorrhage　and　the　necrosis・of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．liver　and　spleen　cells　were　greatly　restrained．　・
　　　　Allergic　reaction　was　not　observed，　but　Moderate　swelling　and　hypertrophy　of　the
stellate　cells　could　be　seen．
　　　　3）　The　’livers　and　spleens　of　the　mice　wbich　survived　after　reinjection　were　almost
nQrmal，　and　allergic　reaction　was　not　noticed．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oet．　1，　）953）
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